
活動サポート事業 （分野指定枠）
分野希望寄附を原資に実施した助成事業です。

事 業 名 不登校中高生「学び」サポート事業
法 人 名 特定非営利活動法人春日部育英キャリアサポート 【春日部市】

不登校 主に中高生 の子供たちの学びや学習を継続していくきっかけを作るために、当事者のホーム
スクーリング等の主体的な活動のための相談や学びのサポート、高校進学に向けて多様な学び方の座
談会等を実施いたしました。学校への再登校のきっかけやホームスクーリングの援助の準備等のサポート
を行いました。
また、親子で子どもの学びについて考える機会、親の会や地元臨床心理オフィス、教育行政機関等
と連携し、各家庭の多様なニーズへの対応を行いました。

親子で考える“学び”相談、子どもが安心して参加できる活動の場、個別サポート等、段階的にサ
ポートを行うことで、子どもたちが安心して学びについて考え、学習へのきっかけづくりができました 参加保
護者ヒアリングより 。今後は、子どもたちが長期的に継続して学びや学習を進めることができるように、よ
り段階的なサポートを行っていきたいと考えています。

不登校によって、学習や進路について学ぶ機会が減っている子どもの健全育成を図る活動を行って
います。主に、不登校の中高生や保護者を対象に、高校進学、高校転入・編入相談、座談会やガ
イダンス等サポートを行っています。
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事 業 名 市内河川の魅力を掘り起した総合まちおこし事業
法 人 名 特定非営利活動法人 さやま環境市民ネットワーク 【狭山市】

分野名

事 業 名 液肥の効果・機能の調査事業
法 人 名 特定非営利活動法人 小川町風土活用センター 【小川町】

分野名

プラント運営の経済性向上やより効果的に液肥を使えるようにするために、次の活動を行いました。
液肥の効果検証
農家 軒の協力を得て、液肥散布による畑の土の変化と作物の出来栄えの差異を確かめました。
施肥体系の確立
効果的な液肥散布 タイミング、量 や、土壌状態に合わせた施肥体系の検討をしました。
経済性検証
プラント運営にかかる直接費用と農業における液肥の価値との比較を行いました。

土の状態によって、液肥の使い方が変わってくること、液肥の与え方の個人差がわかってきました。
標準的な作業を確立し、効果的に液肥を利用すれば、地域での資源循環活動をもっと広げていく

ことができます。

地域由来の資源を循環活用することによって、地域産業、地域社会を持続的に発展させる活動に
取り組んでいます。主には、家庭生ごみ、学校給食残渣 ざんさ をバイオガスプラントで処理を行い、
液肥を生産し生産農家で活用しています。
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日頃、小学校向けに実施している環境出前授業で市内を流れる川の魅力を知ってもらおうと校外授
業を支援してきましたが、コロナ禍で授業の遅れが起こり、中止となりました。
そこで私たちは市内の川の歴史や魅力を子どもたちが家庭でも教室でも分かるよう 及び二
次元コード付冊子を制作することにしました。
元県立高校の先生方を講師に腹話術師のインタビューで難しい話を分かりやすく解説する動画 点。
中世入間川の歴史解説を講談等で実施する動画 点。

市内の教育関係者、経験者から分かりやすい教育資料であるとお褒めを頂いており、狭山市教育
委員会及び関係する近隣市の教育委員会や博物館に配布します。
また数がまとまれば低価格販売が可能であることから販売し広く伝えたいです。

狭山市の環境をよくするため市民、団体、企業、行政がともに考え、行動する団体で、みどり、川、
ごみ減量、温暖化対策の 分科会が中心になって活動しています。脱炭素チャレンジカップ2021※
では市民ソーラー発電所設置活動が環境大臣賞金賞を受賞しました。
※一般社団法人地球温暖化防止全国ネットが環境省・文科省・国連広報センター後援でセブン

イレブンと共催で行う脱炭素コンテスト
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総事業費 助成額円 円 総事業費 助成額円 円

総事業費 助成額 円円

３件 円
助成件数 助成金額合計

子どもの健全育成

持続可能な開発目標 は「持続可能な社会を実現するための目標」として、 年 月に国
連総会で採択され、「世界を変えるための の目標」が設定されています。

の活動は、まちづくりや子どもの健全育成、環境保護など、様々な社会課題の解決を目指すもので
あり、 の の目標 ゴール を達成するために重要な役割を担っています。

とのパートナーシップで、 の目標を達成してみませんか？

との「パートナーシップ」で目標を達成しませんか？環境保全

みどりと川の再生
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